
a、b を正の実数とする。実数全体の集合の部分集合A、B を

A=. x｜ 3x -12x-2a /<0

B=. x｜-b<x /<b

で定める。

(1) a=7、b=1 のとき、-2 , -ア A、3 , -イ A、A , -ウ B である。

アイウの選択肢は、( )a \ ( )b ^ ( )c ] ( )d _ ( )e W ( )f X ( )g ＝

(2) a=7 のとき、-b\A かつ AVB となる最小の正の整数b は , - である。

(3) 正の実数a に対して、AXB となるような b の最大値をf( )b で表すことにする。

f( )a はa の関数としてa=c 、ただし、c=, - 、で不連続であり、この c に対して

f( )c =, -、
.a -c 0
lim =f( )a , -、

.a +c 0
lim f( )a =, - である。
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a、b の値を変化させ、集合A、B がどのような領域になるか提示することができる。また、AXB がどのような

状態であるかを図を使って説明できる。

0<a(8、a>8 で集合A がどのようになるかを示し、a . 8-0、a . 8+0 としたときの b の最大値を b を

変化させながらそれぞれ提示していき、
.a -8 0
lim 'f( )a

.a +8 0
lim f( )a を視覚的に確認できる。


